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10:23 それから、イエスは弟⼦た
ちの⽅を振り向いて、彼らだけに
⾔われた。「あなたがたの⾒てい
るものを⾒る⽬は幸いだ。 
10:24 ⾔っておくが、多くの預⾔
者や王たちは、あなたがたが⾒て
いるものを⾒たかったが、⾒るこ
とができず、あなたがたが聞いて
いるものを聞きたかったが、聞け
なかったのである。」 
 
10:25 すると、ある律法の専⾨家
が⽴ち上がり、イエスを試そうと
して⾔った。「先⽣、何をした
ら、永遠の命を受け継ぐことがで
きるでしょうか。」 
10:26 イエスが、「律法には何と
書いてあるか。あなたはそれをど
う読んでいるか」と⾔われると、 
10:27 彼は答えた。「『⼼を尽く
し、精神を尽くし、⼒を尽くし、 
思いを尽くして、あなたの神であ
る主を愛しなさい、また、隣⼈を
⾃分のように愛しなさい』とあり
ます。」 
10:28 イエスは⾔われた。「正し
い答えだ。それを実⾏しなさい。 
そうすれば命が得られる。」 

10:29 しかし、彼は⾃分を正当化
しようとして、「では、わたしの
隣⼈とはだれですか」と⾔った。 
10:30 イエスはお答えになった。 
「ある⼈がエルサレムからエリコ
へ下って⾏く途中、追いはぎに襲
われた。追いはぎはその⼈の服を
はぎ取り、殴りつけ、半殺しにし
たまま⽴ち去った。 
10:31 ある祭司がたまたまその道
を下って来たが、その⼈を⾒る
と、道の向こう側を通って⾏っ
た。 
10:32 同じように、レビ⼈もその
場所にやって来たが、その⼈を⾒
ると、道の向こう側を通って⾏っ
た。 
10:33 ところが、旅をしていたあ
るサマリア⼈は、そばに来ると、 
その⼈を⾒て憐れに思い、 
10:34 近寄って傷に油とぶどう酒
を注ぎ、包帯をして、⾃分のろば
に乗せ、宿屋に連れて⾏って介抱
した。 
10:35 そして、翌⽇になると、デ
ナリオン銀貨⼆枚を取り出し、 
宿屋の主⼈に渡して⾔った。『こ
の⼈を介抱してください。費⽤が
もっとかかったら、帰りがけに払
います。』 
10:36 さて、あなたはこの三⼈の
中で、だれが追いはぎに襲われた



⼈の隣⼈になったと思うか。」 
10:37 律法の専⾨家は⾔った。
「その⼈を助けた⼈です。」 
そこで、イエスは⾔われた。 
「⾏って、あなたも同じようにし
なさい。」 
＊＊＊＊ 
有名な善きサマリア⼈のお話で
す。よく知られている物語です。 
この物語の前にはイエス様と律法
学者の会話が出てきます。 
間違いなくこの律法の専⾨家は⼈
に教えており、⾃分もその教えに 
基づいて⽣きているという⾃信を
持っていたと思います。 
聖書の⾔葉の理解に関しては間違
っていないと⾃信を持っており、 
もしかすればその⾃信が「私は聖
書の求めている⽣き⽅をしてい
る」という⾃信にもつながってい
たのかもしれません。 
彼は確かに神の喜ぶ⽣き⽅につい
ては説明できましたし、その裏付
けとなる聖書の⾔葉も知っていま
した。 
しかし、イエス様は彼に物語をと
おしてお応えになりました。 
 
1）襲われた旅⼈と通り過ぎる宗教
関係者 
 
ある⼈が襲撃され、半殺しにされ

て置き去りにされ、⾦品を略奪さ
れてそこに横たわっています。 
そこに祭司が、続けてレビ⼈が通
り掛かります。 
しかし、ふたりとも道の向こう側
を通り、声もかけずに通り過ぎて
⾏ってしまいました。 
彼は、神様が何を喜ばれるか⼈に
指導することができ⾃分もその道
に⽣きているという⾃負はあった
と思います。 
でも、何か理由があって、彼らは
この傷ついた⼈を置き去りにして 
道の向こう側を通り過ぎて⾏きま
した。 
彼らには理由があったと思いま
す。しかし、この傷ついた⼈への
憐れみの⼼は持っていませんでし
た。 
いいえ、もしかしたら、持ってい
たかもしれませんが、⾃分のこと
のほうがその⼈への助⼒よりも⼤
事だったのです。 
 
2）サマリア⼈登場 
当時、サマリアの⼈はユダヤ⼈か
らは軽蔑の対象とされていまし
た。 
⻑い間の歴史の中で、異教徒たち
との結婚により⺠族的な純粋性が 
保てなくなったとしてユダヤ⼈が
厳しく糾弾していたのです。 



しかし、この物語の中でイエス様
はそういうことにおかまいなく、 
サマリア⼈を登場させ、彼がこの
傷ついた⼈の助け⼿となったこと
を語っています。 
つまり、隣⼈として⽣きるという
ことは⼈種や宗教、趣味など関係 
ないこととして語られているので
す。 
このサマリア⼈の特徴の最⼤のも
のは何かといえば「憐れみの⼼を
持っていた」という⼀点だけで
す。 
かわいそうに思ったのです。⾃分
の⽤事を⼆の次にしてでもこの⼈
の命が救えればと感じ、また考え
たのです。 
 
サマリア⼈を⾏動に駆り⽴てたの
は「10:33 ところが、旅をしてい
たあるサマリア⼈は、そばに来る
と、その⼈を⾒て憐れに思い、」
という節にあるように「憐み深
さ」でした。 
 
そして、イエス様は、この律法の
専⾨家に「あなたも⾏って同じよ
うにしなさい」と語りました。 
つまり、律法の専⾨家でもまだ⾜
りない部分があったのです。 
頭で聖書の⾔葉を理解していて
も、それにより憐れみの⼼が 

増し加わり、それによって⾏動変
容が起こるというところまで 
⾏ってなかったのです。 
これは、私たちに対する⼤切なメ
ッセージでもあります。 
私たちも聖句を理解することでキ
リストの教えが完結するような 
錯覚をもちやすいからです。 
実は、私たちの⽣き⽅そのもの、
相⼿に対する思い、親切、⼼遣い
などの源泉が「神からいただいた
憐れみ深さ」とつながっているか
どうか、が重要なポイントなので
す。 
それぞれが、祭司やレビ⼈のよう
になってしまってはいないでしょ
うか。 
実際のところ、多くの⼈たちがま
さにそうなっていると思います。 
⼈間的な傾向としては当然とも考
えることができます。 
巻き込まれたくないですし、かか
わりたくないと感じることは普通 
なのかもしれません。 
でも、神様が私たちのこころに
「あの⼈のために祈りなさい」 
「あの⼈たちを⽀援しなさい」
「あの⼈たちの状況に興味を持ち
なさい」と語りかけておられるこ
とを無視しているとしたら、それ
は改めなければなりませんね。 
サマリア⼈は、きっと、⼼にそう



いう思いを衝動的に与えられて 
それに対して応答しただけなのか
もしれません。 
彼も、それをしないケースもきっ
とあるのだと思います。 
 
ただ、神様の思いは「⾔葉の理解
だけでは不⼗分だ」ということが 
わかっていただければ、今朝のメ
ッセージの意味はあるのだと思い
ます。 
私たちが、⾔葉の理解と⾏いとを
通して、神の憐れみ深さを表明
し、分かち合えますように。 
 
祝福を祈ります。 
＋＋ 
 


